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平成２６年３月２４日 

株式会社日本政策金融公庫 

 

 
  

日本政策金融公庫（略称：日本公庫）農林水産事業が、スーパーＬ資金及び農業改良

資金（注）のご融資先を対象に 26 年１月に実施した平成 25 年下半期農業景況調査で、再

生可能エネルギーへの取組状況について調査したところ、原発事故を契機に新たなエネ

ルギー供給システムとして期待が高まるなか、農業経営においても関心の高さを示す調

査結果となりました。詳細は以下のとおりです。 

  

＜調査結果のポイント＞ 

○ 光熱費の負担増背景に８割が可能性探る（図１－１・１－２・１－３） 

再生可能エネルギーについて、すでに「導入済」の回答が 11.6%、導入に向け「検

討中」とする回答も 10.2%に達するなど、農業経営において再生可能エネルギーの活

用が進んでいる実態が浮き彫りとなった。 

また、「関心がある」の回答も 57.3%となり、「導入済」「検討中」も合わせると

８割に達し、原油高、円安を背景に光熱費等の負担が増す中で、コスト削減策として、

再生可能エネルギー導入の可能性を探る層の厚さがうかがえる。 

「導入済」と「検討中」を合わせた回答は、地域別では、地理的に太陽高度が高く、

年平均日射量も多いと考えられる九州が 33.5％と突出して高い回答となったほか、関

東（24.0％）、東海（23.4％）、北海道（21.9％）が全国平均の 21.8％を上回った。 

営農類型別では、ブロイラーが 35.8％と突出して高く、稲作が 16.6％と全国平均

を下回った。 

 

○ 畜産・きのこでバイオマス、稲作で風力・水力に関心（図２－１・２－２） 

「導入済み」「検討中」「関心がある」と答えた層に、そのエネルギー種別を聞い

たところ、全国平均では、太陽光が 91.2％と９割を超え、続いて風力（24.9％）、バ

イオマス（23.0％）、水力（15.3％）の順となった。 

地域別にみると、風力では年間平均風速が強い箇所が多い東北（33.6％）、北海道

（29.6％）の高さが目立つ。 

営農類型別では、太陽光はすべての業種で８割から９割と高く、なかでも茶

（97.0％）、畑作（95.0％）で高い回答となった。また、風力と水力では稲作が最も
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高く（風力 31.3％、水力 23.8％）、バイオマスでは養豚（58.7％）、ブロイラー（57.1％）、

酪農（55.0％）、採卵鶏（53.4％）、肉用牛（41.1％）といった家畜排せつ物が発生

する畜産業種に加え、廃菌床が発生するきのこ（33.3％）で高い回答となった。 

 

燃油や電気などの光熱費が高止まりする中、ＣＯ２の排出抑制といった地球環境の

観点だけではなく、農業経営で利用できる安定的なエネルギー源の確保の面からも、

再生可能エネルギーの推進は重要です。 

日本公庫ではスーパーＬ資金などの融資を通じて、農業経営への利用を目的とした

再生可能エネルギー導入のニーズに積極的に対応してまいります。（Ｐ６：再生可能

エネルギー導入に利用できる公庫資金） 

 

（注）スーパーＬ資金とは認定農業者等の経営改善の取組を後押しする資金です。また、農業

改良資金は、担い手農業者の新たな取組を支援する資金です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査時期  平成 26年１月 

調査方法  往復はがきによる郵送アンケート調査 

調査対象  スーパーＬ資金又は農業改良資金の融資先のうち２０，９０２先 

有効回答数 ６，９３７先（回収率：３３．２％） 
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 図１－１ 再生可能エネルギーの導入について（全体） 

 

図１－２ 再生可能エネルギーの導入について（地域別） 

 

n(有効回答数)=6,854 

n=6,854 

九州が突出 
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図１－３ 再生可能エネルギーの導入について（営農類型別） 

 

 図２－１ 「導入済」「検討中」「関心がある」の回答者のエネルギー種別について（地域別） 

 

n=6,854 

n=5,301 

（最大 3つまで選択可） 

ブロイラーが突出 

稲作が全国平均を

下回る 

風力は東北、北海道、 

水力は北陸、東北が高い 
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 図２－２「導入済」「検討中」「関心がある」の回答者のエネルギー種別について（営農類型別） 

 

n=5,301 

（最大 3つまで選択可） 
太陽光では 

特に茶、畑作が高い 

風力・水力では 

稲作が最も高い回答 

バイオマスでは 

特に畜産・きのこが高い 
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《参考》農業経営への活用を目的とした再生可能エネルギー導入に利用できる公庫資金 

 

 

 

 

利率(2014 年 3 月 19 日現在) 

利率(2014 年 3 月 19 日現在) 

1.00% 
1.00% 

1.00% 

(3 月 19 日現在) 

1.00% 

1.00% 

1.15% 

0.40%～1.00% 

利率 (2014 年) 


